
■ 主催 ： 国立大学法人滋賀大学、 一般社団法人近江ツーリズムボード

　2018 年の訪日外国人数は 3,119 万人と過去最高を更新し、 2019 年秋のラグビーワールドカップ、 2020 年夏の東京オ

リンピックを控え、 さらに増加することが見込まれています。 滋賀県の観光目的外国人宿泊客数は順調に伸びてきましたが、

2017 年は 28 万人と 2016 年の 33 万人から減少しました。

　今日、 観光の形態がシニアや外国人の個人客にシフトし、 美しさ、 文化、 アート、 デザイン、 本物を重視する観光を求

めるようになっています。 果たして、 滋賀県内の観光地、 観光業はそうした変化に対応できているのでしょうか。

　滋賀の観光イノベーションフォーラムは、 こうした変化に強い問題意識を持っている方々を結集し、 民間レベルで観光立県

滋賀のグランドデザインを描き、 問題提起を行い、 学び合い、 実行することを目的としています。 これまで研究会を通じて

検討してきた内容について広く公開し、 議論を深めたいと思います。 多くの皆さまのご参加をお待ち申しあげています。
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